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謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

浦
垣
内

　正

　廣 

さ
ん
（
下
池
原
）

十
一
月
二
十
八
日 

逝
去

　
　　

　享
年
九
十
二
才

藤

　田

　フ
ミ
ヱ 

さ
ん
（
池
峰
）

十
二
月
一
日 

逝
去

　　

　享
年
九
十
三
才

井

　谷

　節

　子 

さ
ん
（
下
池
原
）

十
二
月
六
日 

逝
去

　　

　享
年
七
十
一
才

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

大
阪
府
寝
屋
川
市
（
12
月
２
日
）

屋

　久

　万
里
子

　さ
ん

奈
良
市
（
12
月
9
日
）

峯

　
　
　正

　志

　さ
ん

三
重
県
四
日
市
市
（
12
月
6
日
）

根

　岸

　里
佐
子

　さ
ん

高
知
県
香
南
市
（
12
月
16
日
）

有

　川

　
　
　崇

　さ
ん

三
重
県
熊
野
市
（
12
月
16
日
）

井

　奥

　克

　史

　さ
ん

　11月30日（土）～ 12月１日（日）の二日間、東京国際フォー
ラムで開催された「町イチ！村イチ！ 2019 ～町村から日本を元
気にする～」に参加しました。全国926町村から400近くの団体
が集い、特産品の販売や地域資源の魅力発信を行いました。会場
全体では約５万人のお客さまが訪れ、下北山村の出展にもたくさ
んの人が足を運んでくださいました。じゃばら製品、南朝みそ、
下北春まな、吉野杉箸、木工品など、村の大切な特産品を手に取
るお客さまに下北山村の観光資源や生産者の紹介を行い、魅力を
十分伝えられたと思います。今後ともひとりでも多くの下北山村
ファンが増えるよう取り組んでまいります。

　11月20日(水)に育児サークルの
一環として、総合型地域スポーツ
クラブリトルパインの松岡岳史先
生と松岡聖子先生をお呼びし、親
子で楽しむふれあい遊び教室を開
催しました。
　音楽に合わせて元気に体を動か
したり、ボールなどを使って自宅
でも実践できる簡単な遊びを教え
ていただき、子ども達も楽しそう
に遊んでいました。

きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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親子体操教室を開催しました



　あけましておめでとうございます。
　村民の皆さまには、お健やかに新春を迎えられましたことを、お慶び
申し上げます。
　昨年５月１日、今上天皇がご即位されましたので、今年は、令和最初
の新春となります。皆さまと共にお慶び申し上げたいと存じます。
　さて、昨年を振り返りますと東日本で台風大雨被害が相次ぐなど、昨
年も日本は、大きな災害に見舞われた年でした。一方で明るい話題とし
ては、ラグビーワールドカップが日本で初めて開催され、日本代表チー
ムが初のベスト８進出という快挙を成し遂げました。そして、2019年の
流行語大賞には、日本代表チームのスローガンである「ONE  TEAM」（ワ
ンチーム）」が選ばれるなど日本全体がラグビーで盛り上がりました。今
年は、東京オリンピックイヤーですので、多くの日本選手が活躍され、
日本全体がさらに盛り上がることを期待するところです。
　今年の干支は「子（ね）」です。「子（ね）・丑（うし）・寅（とら）・・・」
と始まるように、十二支のサイクルがスタートする年であります。また、
十干十二支であらわすと「庚子（かのえ・ね）」になります。「庚子（かのえ・
ね）」は新しいことにチャレンジするのに適した年とも言われています。
　本村では、昨年、村制施行130周年の節目を迎えました。令和最初の新
春を新たなスタートとして、今後、村制150周年、200周年を迎えるために、
村民の皆さまと共にさらに村を発展させ、次の世代に引き継いでいかな
ければならないとの思いを強くしたところであります。
　今年の６月には、保・小・中合同校舎が完成予定です。２学期が始ま
る９月に中学校が新校舎に移転し、その後、旧中学校校舎の解体やグラ
ンド整備を行い、令和３年４月には保育所と小学校が新校舎に移転し、
保小中の園児、児童、生徒全員が新校舎での新しい生活をスタートする
ことになります。
　「挑戦なくして過疎地の未来はない」との思いを胸に、職員と共に

「ONE  TEAM」（ワンチーム）」で、今年も様々なことにチャレンジして
いきたいと思っています。
　村民の皆さまにとりまして、新年が、夢と希望に満ちた素晴らしい一
年となりますことをご祈念申し上げ年頭のご挨拶とさせていただきます。

下北山村

村長　南 　 正 文

新年のご挨拶

　新年明けましておめでとうございます。
　令和２年を迎え、村民の皆様には益々ご清祥のこととお慶び申し
上げます。
　平素は下北山村議会に対しまして、深いご理解とご支援をいただ
き、厚く御礼を申し上げます。　　
　昨年５月に新天皇陛下がご即位され、元号が平成から令和へと変
わり、10月の即位礼正殿の儀、11月には大嘗祭が執り行われ、名実
ともに新たな船出となりました。
　議会におきましても平成最後の選挙を経て、２名の新人議員が加
わり、新たな議会構成となった中で、議員一人ひとりが日々研鑽に
努めております。
　さて、昨年９月から10月にかけては、全国各地において度重なる
台風や大雨による甚大な被害が発生し、多くの犠牲者や被災者が出
ており、改めてお見舞いと哀悼の意を表しますと共に、本村におき
ましては大きな被害もなく、新年を迎えることが出来ましたことに、
心からありがたく思うところでございます。
　また、10月６日には、村制130周年記念式典が挙行され、県、近
隣町村のご来賓の方や多くの村民の方々にご参加いただきまして、
盛大に開催されましたこと誠にありがたく、感謝を申し上げます。
　今後も行政と議会が一体となって、村民の皆様と共に下北山村の
発展のために全力を尽くす所存であります。
　何卒よろしくお願い致します。
　本年も村民の皆様方にとりまして、幸多き年となりますようご祈
念申し上げまして、新年のご挨拶とさせていただきます。

下北山村議会

議長　中 谷 　 宏

新年のご挨拶
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　新年明けましておめでとうございます。
　令和２年を迎え、村民の皆様には益々ご清祥のこととお慶び申し
上げます。
　平素は下北山村議会に対しまして、深いご理解とご支援をいただ
き、厚く御礼を申し上げます。　　
　昨年５月に新天皇陛下がご即位され、元号が平成から令和へと変
わり、10月の即位礼正殿の儀、11月には大嘗祭が執り行われ、名実
ともに新たな船出となりました。
　議会におきましても平成最後の選挙を経て、２名の新人議員が加
わり、新たな議会構成となった中で、議員一人ひとりが日々研鑽に
努めております。
　さて、昨年９月から10月にかけては、全国各地において度重なる
台風や大雨による甚大な被害が発生し、多くの犠牲者や被災者が出
ており、改めてお見舞いと哀悼の意を表しますと共に、本村におき
ましては大きな被害もなく、新年を迎えることが出来ましたことに、
心からありがたく思うところでございます。
　また、10月６日には、村制130周年記念式典が挙行され、県、近
隣町村のご来賓の方や多くの村民の方々にご参加いただきまして、
盛大に開催されましたこと誠にありがたく、感謝を申し上げます。
　今後も行政と議会が一体となって、村民の皆様と共に下北山村の
発展のために全力を尽くす所存であります。
　何卒よろしくお願い致します。
　本年も村民の皆様方にとりまして、幸多き年となりますようご祈
念申し上げまして、新年のご挨拶とさせていただきます。

下北山村議会

議長　中 谷 　 宏

新年のご挨拶
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　新年あけましておめでとうございます。

　村民の皆様におかれましては、お健やかに新春をお迎えのことと

お慶び申し上げます。

　平素は、私ども消防団に対しましてご支援、ご協力を賜り厚くお

礼申し上げます。

　令和という新しい時代を迎えました、昨年１年間、本村では火災、

自然災害の被害もなく団員一同喜んでいるところではございます

が、８月の台風15号で千葉県、10月の台風では東北地方で甚大な被

害が発生し、亡くなられた方々に追悼の意を捧げますと共に、被災

された皆様には心よりお見舞い申し上げます。

　昨年は全国的に記録的な集中豪雨による被害が各地で相次ぎまし

たが、本村にも台風が数回上陸、接近しました。警報が発令された

時には、本部において警戒態勢を取り、村民の皆様に少しでも安心

できる環境づくりに努めてまいりました。

　消防団員の構成については、団員数も減少しておりますが、少数

精鋭でどんな災害が発生しても対応できるよう常に気を引き締めて

おります。

　年の初めにあたり、私ども105名の団員一同心を一つにして郷土

下北山村に災害が起きず、安心して暮らせるよう、また村民の皆様

の益々のご健勝を心よりご祈念申し上げまして、新年のご挨拶に代

えさせていただきます。

下北山村消防団

団長　栗 本 武 平

新年のご挨拶
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下
北
山
村
議
会

12
月
定
例
会
を
開
催

令和元年12月
第４回

　
第
4
回
村
議
会
定
例
会
が
12
月
10
日

（
火
）
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
長
の
行
政
報
告
、
議
員
の
一
般
質

問
に
続
き
、
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の

選
挙
及
び
補
充
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
議
案
の
審
議
で
は
、
一
般
会
計

補
正
予
算
の
専
決
処
分
の
承
認
が
３
議

案
、
条
例
の
制
定
が
１
議
案
、
条
例
改

正
が
６
議
案
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
の
7
議
案
が

上
程
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案
が
、
承
認

及
び
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
追
加
議
案
と
し
て
、
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
が
上
程
さ
れ
、
原
案
通
り

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

・
令
和
元
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）

　
60
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
宿
舎

や
す
ら
ぎ
改
修
工
事
と
杉
岡
華
邨
記
念

館
展
示
品
の
梱
包
輸
送
に
係
る
予
算
の

組
替
え
で
す
。

・
令
和
元
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

　
３
０
０
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
ま
し

た
。

　
主
な
内
容
は
、
合
同
校
舎
建
設
費
に

係
る
村
有
林
伐
採
搬
出
委
託
料
２
０
０

万
円
と
、
学
校
建
設
用
原
木
１
０
０
万

円
で
す
。

・
令
和
元
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
７
号
）

　
補
正
額
は
０
円
で
、
補
助
金
か
ら
移

住
促
進
施
設
改
修
工
事
１
０
０
万
円
へ

の
組
替
え
で
す
。

★
下
北
山
村
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　
令
和
元
年
人
事
院
勧
告
（
※
）
に
よ

り
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
と
同
様
に

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

★
下
北
山
村
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
★
下
北
山
村
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

★
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他

の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

（
※
）
人
事
院
勧
告
と
は
国
会
・
内
閣

等
に
対
し
、
国
家
公
務
員
の
給
料
や
労

働
条
件
の
改
善
を
勧
告
す
る
こ
と
を
指

し
ま
す
。

★
下
北
山
村
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

　
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及

び
費
用
弁
償
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定

め
る
も
の
で
す
。

★
技
能
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

★
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
災
害
援
護
資
金
償
還
金
の
支
払
猶

予
、
償
還
免
除
の
対
象
範
囲
が
拡
大
さ

れ
た
こ
と
に
伴
う
条
例
改
正
で
す
。

★
令
和
元
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
８
号
）

　
３
，
１
７
２
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ

ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ

く
職
員
給
料
及
び
手
当
等
の
増
額
の

他
、
村
有
林
整
備
事
業
に
伴
う
森
林
研

究
・
整
備
機
構
分
収
造
林
地
委
託
料
３

２
８
万
円
、
村
道
大
小
井
ウ
ノ
ス
線
災

害
防
除
工
事
１
，
２
０
０
万
円
、
道
路

橋
梁
補
修
工
事
６
５
０
万
円
、
合
同
校

舎
建
設
に
伴
う
原
木
製
材
賃
挽
き
料
８

５
０
万
円
等
で
す
。

★
令
和
元
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
５
９
２
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
ま
し

た
。

　
主
な
内
容
は
、
他
会
計
繰
出
金
６
１

３
万
円
等
で
す
。

★
令
和
元
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康
保

険
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

　
１
４
２
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
ま
し

た
。

　
主
な
内
容
は
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ

く
職
員
給
料
及
び
手
当
等
の
増
額
の

他
、
検
査
手
数
料
20
万
円
、
診
療
所
基

金
積
立
金
99
万
円
等
で
す
。

★
令
和
元
年
度
下
北
山
村
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
37
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

主
に
簡
易
水
道
施
設
の
修
繕
料
で
す
。

★
令
和
元
年
度
下
北
山
村
池
の
平
公
園

管
理
運
営
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　
51
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

主
に
池
の
平
ハ
ウ
ス
の
修
繕
料
で
す
。

★
令
和
元
年
度
下
北
山
村
ス
ポ
ー
ツ
公

園
管
理
運
営
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
１
９
２
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
ま
し

た
。

　
主
な
内
容
は
、
わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
木

製
遊
具
の
購
入
30
万
円
、
や
す
ら
ぎ
改

修
に
係
る
客
室
ベ
ッ
ド
の
購
入
１
０
０

万
円
、
き
な
り
の
湯
の
維
持
修
繕
料
２

４
５
万
円
等
で
す
。

★
令
和
元
年
度
下
北
山
村
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
１
，
４
３
９
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ

ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

給
付
費
２
２
０
万
円
、
特
定
入
所
者
介
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護
サ
ー
ビ
ス
費
１
８
０
万
円
、
一
般
会

計
へ
の
給
付
費
償
還
金
６
０
８
万
円
、

基
金
へ
の
積
立
２
８
０
万
円
等
で
す
。

★
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
欠
員
と
な
っ
て
い
ま
し
た
教
育
委
員

に
つ
い
て
、
河
村
環
樹
氏
が
任
命
さ
れ

ま
し
た
。

　
任
期
は
、
令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら

９
月
30
日
で
す
。

★
発
議
第
２
号
　「
新
た
な
過
疎
対
策

法
の
制
定
に
関
す
る
意
見
書
」
に
つ

い
て

　
現
行
の
「
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別

措
置
法
」が
、令
和
３
年
３
月
末
を
も
っ

て
失
効
す
る
た
め
、
引
き
続
き
総
合
的

な
過
疎
対
策
の
充
実
強
化
が
必
要
な
た

め
、
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
を
国

へ
要
望
す
る
意
見
書
で
す
。

　
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

☆
そ
の
他
報
告
関
係
と
し
て
、
４
件
の

報
告
事
項
が
あ
り
ま
し
た
。

・
給
料
等
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則

・
技
能
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

・
下
北
山
村
印
鑑
条
例
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則

・
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条

例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
施

行
規
則

《
一
般
質
問
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
》

20歳になったら国民年金
•20歳以上60歳未満の学生・農林漁業者・自営業者・無職の方等（国民年金第１号被保険者）は、国民
年金に加入することが義務づけられています。
•20歳になった方には、日本年金機構から「国民年金加入のお知らせ」や納付書等により、国民年金に加
入したことをお知らせします。
•公的年金制度は、老後や障害を負ったときに、働いている世代みんなで支えようという考えで作られた
仕組みです。
•若いときに公的年金制度に加入して、保険料を納め続けることで、老後や、病気やケガで障害が残った
ときに、家族の働き手が亡くなったときに、年金を受け取ることができます。
•原則として、保険料を納めなければ年金を受け取ることができません。しかし、所得が低く保険料を納
めることが困難な方のために保険料免除制度があります。

学生納付特例制度
　前年所得が基準以下の学生を対象とした、国民年金保険料の納付が猶予される制度です。

学生納付特例制度のメリット
•老齢基礎年金を受け取るために必要な期間(受給資格期間)に算入されます。
•病気やケガで障害が残ったときに、障害基礎年金を受け取ることができます。

〇対象になる方
　大学(大学院)、短大、高等学校、高等専門学校、専修学校、各種学校※に在籍する学生等で、ご本人の
前年所得が基準額以下の方です。
※学校教育法で規定されている修業年限が１年以上の課程に在学している方
保険料を納められないときは、未納のまま放置せず必ず学生納付特例を申請しましょう。

免除・納付猶予制度
　収入の減少や失業等により、国民年金保険料を納められない場合があります。
　しかし、保険料を未納のままにしておくと、将来の年金（老齢年金）や、「障害基礎年金」や「遺族基礎年金」
を受け取ることができない場合があります。そのような状況を防ぐため、保険料を「免除」または「猶予」
する制度があります。

詳しい内容は日本年金機構ホームページでご確認できます。

　皆
様
は
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
い
う
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、
応
援
し
た
い
自
治
体
に
寄
附
が
で
き
、
寄

附
者
は
所
得
税
・
住
民
税
の
控
除
を
受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。
平
成
18
年
に
福
井
県
知
事
の
西
川
氏
が
提
言
し
、
今
で
は

1
7
0
0
以
上
の
自
治
体
が
導
入
し
て
お
り
、
平
成
30
年
度
に
は
全
国
で
約
5
、
1
2
7
億
円
も
の
寄
附
額
が
あ
り
ま
し
た
。
寄

附
金
の
使
途
は
寄
附
者
が
選
択
で
き
、
教
育
や
子
育
て
支
援
、
産
業
振
興
な
ど
様
々
な
形
で
地
域
に
還
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

　下
北
山
村
で
も
平
成
20
年
か
ら
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
導
入
し
て
お
り
ま
す
。
村
外
に
住
民
票
を
お
持
ち
の
方
か
ら
、
約

2
6
3
件
も
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。
数
あ
る
自
治
体
の
中
で
下
北
山
村
に
想
い
を
持
っ
て
く
だ
さ
る
方
々
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で

いっ
ぱ
い
で
す
。
今
後
も
こ
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
、
寄
附
金
を
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税

　
　「さ
と
ふ
る
」は
じ
め
ま
し
た
！

【ふるさと納税の方法】

【下北山村のお礼の品】

手続き
税金控除を受けるため
「確定申告」または「ワ
ンストップ特例制度」の
申請をします。

サポートきなり
南朝みそ＆クリアファイルセットと夏・
冬の季節の新鮮野菜セット。

スカイウッド
奥吉野杉の個性を生かした様 な々サ
イズの手作りカッティングボード。

はし吉
樹齢110年以上の吉野杉箸はじめ、
お箸の贅沢な詰め合わせセット。

きなりの湯
入浴券5枚と10枚、まなうどん・まなう
どん定食・入浴券のきなりセット。

スポーツ公園
池原ダムの麓にあるC型コテージ１泊
宿泊券。5名まで宿泊が可能。

としちゃんのブルーベリージャム
ブルーベリージャム2個入りと6個入り。
売り切れが続く人気のお礼品。

届く
自治体から「お礼の品」
と寄附の証明として「寄
附金受領証明書」が届
きます。

「さとふる」では６事業者、16品目（令和元年12月1日時点）ものお礼品があります。
平成29年度：寄附件数22件、寄附額1,090,000円
平成30年度：寄附件数24件、寄附額1,185,000円
令和元年：寄附件数56件、寄附額1,095,000円（令和元年12月10日時点）

【ふるさと納税の使途】
下北山村では寄附金使途を下記より選択して頂いて
おります。
１．特産品の育成及び地域産業の振興に関する事業
２．自然環境の保全に関する事業
３．医療または福祉の充実に関する事業
４．教育または文化の振興に関する事業
５．定住・交流の推進に関する事業
６．世界遺産「大峰奥駈道」とその関連施設の維持
管理に関する事業

７．使途を指定しない

寄附する
「ふるさと納税」取扱サ
イト等から寄附したい自
治体を探し、申し込みを
します。

調べる
「ふるさと納税」で控除
される金額は、年収や
家族構成によって異なり
ます。

「さとふる」申し込みページ

https://www.satofull.jp/vill-shimokitayama-nara/
【寄附の申し込みに関する問合せ】
下北山村役場　総務課
E-mail soumu@vill.shimokitayama.lg.jp
【寄附金控除に関する問合せ】
下北山村役場　住民課税務係
E-mail zeimu@vill.shimokitayama.lg.jp

さとふる下北山村｜ 検　索
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20歳になったら国民年金
•20歳以上60歳未満の学生・農林漁業者・自営業者・無職の方等（国民年金第１号被保険者）は、国民
年金に加入することが義務づけられています。
•20歳になった方には、日本年金機構から「国民年金加入のお知らせ」や納付書等により、国民年金に加
入したことをお知らせします。
•公的年金制度は、老後や障害を負ったときに、働いている世代みんなで支えようという考えで作られた
仕組みです。
•若いときに公的年金制度に加入して、保険料を納め続けることで、老後や、病気やケガで障害が残った
ときに、家族の働き手が亡くなったときに、年金を受け取ることができます。
•原則として、保険料を納めなければ年金を受け取ることができません。しかし、所得が低く保険料を納
めることが困難な方のために保険料免除制度があります。

学生納付特例制度
　前年所得が基準以下の学生を対象とした、国民年金保険料の納付が猶予される制度です。

学生納付特例制度のメリット
•老齢基礎年金を受け取るために必要な期間(受給資格期間)に算入されます。
•病気やケガで障害が残ったときに、障害基礎年金を受け取ることができます。

〇対象になる方
　大学(大学院)、短大、高等学校、高等専門学校、専修学校、各種学校※に在籍する学生等で、ご本人の
前年所得が基準額以下の方です。
※学校教育法で規定されている修業年限が１年以上の課程に在学している方
保険料を納められないときは、未納のまま放置せず必ず学生納付特例を申請しましょう。

免除・納付猶予制度
　収入の減少や失業等により、国民年金保険料を納められない場合があります。
　しかし、保険料を未納のままにしておくと、将来の年金（老齢年金）や、「障害基礎年金」や「遺族基礎年金」
を受け取ることができない場合があります。そのような状況を防ぐため、保険料を「免除」または「猶予」
する制度があります。

詳しい内容は日本年金機構ホームページでご確認できます。

　皆
様
は
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
い
う
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、
応
援
し
た
い
自
治
体
に
寄
附
が
で
き
、
寄

附
者
は
所
得
税
・
住
民
税
の
控
除
を
受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。
平
成
18
年
に
福
井
県
知
事
の
西
川
氏
が
提
言
し
、
今
で
は

1
7
0
0
以
上
の
自
治
体
が
導
入
し
て
お
り
、
平
成
30
年
度
に
は
全
国
で
約
5
、
1
2
7
億
円
も
の
寄
附
額
が
あ
り
ま
し
た
。
寄

附
金
の
使
途
は
寄
附
者
が
選
択
で
き
、
教
育
や
子
育
て
支
援
、
産
業
振
興
な
ど
様
々
な
形
で
地
域
に
還
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

　下
北
山
村
で
も
平
成
20
年
か
ら
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
導
入
し
て
お
り
ま
す
。
村
外
に
住
民
票
を
お
持
ち
の
方
か
ら
、
約

2
6
3
件
も
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。
数
あ
る
自
治
体
の
中
で
下
北
山
村
に
想
い
を
持
っ
て
く
だ
さ
る
方
々
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で

いっ
ぱ
い
で
す
。
今
後
も
こ
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
、
寄
附
金
を
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税

　
　「さ
と
ふ
る
」は
じ
め
ま
し
た
！

【ふるさと納税の方法】

【下北山村のお礼の品】

手続き
税金控除を受けるため
「確定申告」または「ワ
ンストップ特例制度」の
申請をします。

サポートきなり
南朝みそ＆クリアファイルセットと夏・
冬の季節の新鮮野菜セット。

スカイウッド
奥吉野杉の個性を生かした様 な々サ
イズの手作りカッティングボード。

はし吉
樹齢110年以上の吉野杉箸はじめ、
お箸の贅沢な詰め合わせセット。

きなりの湯
入浴券5枚と10枚、まなうどん・まなう
どん定食・入浴券のきなりセット。

スポーツ公園
池原ダムの麓にあるC型コテージ１泊
宿泊券。5名まで宿泊が可能。

としちゃんのブルーベリージャム
ブルーベリージャム2個入りと6個入り。
売り切れが続く人気のお礼品。

届く
自治体から「お礼の品」
と寄附の証明として「寄
附金受領証明書」が届
きます。

「さとふる」では６事業者、16品目（令和元年12月1日時点）ものお礼品があります。
平成29年度：寄附件数22件、寄附額1,090,000円
平成30年度：寄附件数24件、寄附額1,185,000円
令和元年：寄附件数56件、寄附額1,095,000円（令和元年12月10日時点）

【ふるさと納税の使途】
下北山村では寄附金使途を下記より選択して頂いて
おります。
１．特産品の育成及び地域産業の振興に関する事業
２．自然環境の保全に関する事業
３．医療または福祉の充実に関する事業
４．教育または文化の振興に関する事業
５．定住・交流の推進に関する事業
６．世界遺産「大峰奥駈道」とその関連施設の維持
管理に関する事業

７．使途を指定しない

寄附する
「ふるさと納税」取扱サ
イト等から寄附したい自
治体を探し、申し込みを
します。

調べる
「ふるさと納税」で控除
される金額は、年収や
家族構成によって異なり
ます。

「さとふる」申し込みページ

https://www.satofull.jp/vill-shimokitayama-nara/
【寄附の申し込みに関する問合せ】
下北山村役場　総務課
E-mail soumu@vill.shimokitayama.lg.jp
【寄附金控除に関する問合せ】
下北山村役場　住民課税務係
E-mail zeimu@vill.shimokitayama.lg.jp

さとふる下北山村｜ 検　索
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11
月
29
日
（
金
）
ス
ポ
ー
ツ
公
園
若

者
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
、
農
産
物

品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
出
品
数
は
、
根
菜
類
、
イ
モ

類
、
葉
菜
類
、
果
実
類
、
き
の
こ
類
等

1
1
6
点
の
出
展
で
、
98
点
だ
っ
た
昨

年
か
ら
18
点
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

出
品
者
数
に
お
い
て
も
昨
年
よ
り
2
名

増
加
し
て
37
名
と
な
り
、
本
年
度
に
お

い
て
は
出
品
数
・
出
品
者
数
共
に
増
加

し
ま
し
た
。

　
皆
様
、
農
産
物
品
評
会
に
多
数
ご
出

品
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
さ
て
、
今
年
の
天
候
は
１
年
を
通
じ

て
例
年
に
な
く
非
常
に
暑
い
日
が
続
き

ま
し
た
。
高
温
や
長
雨
続
き
で
、
野
菜

等
の
生
育
不
良
、
病
害
虫
発
生
な
ど
農

作
物
に
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
気
象
条
件
の
な
か
、

出
品
頂
い
た
農
産
物
は
非
常
に
品
質
が

良
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
特
に
、

特
賞
の
長
ネ
ギ
は
丁
寧
な
管
理
で
白
身

の
部
分
が
長
く
形
の
揃
っ
た
長
ネ
ギ
で

し
た
。

　
審
査
は
南
部
農
林
振
興
事
務
所
に
よ

り
、
外
観
・
色
つ
や
・
揃
い
・
病
害
虫

の
有
無
な
ど
を
重
点
に
慎
重
か
つ
厳
正

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

農
産
物
品
評
会
開
催

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
の
老
人
ク
ラ
ブ

「
育
成
功
労
者
表
彰
」
を
山
岡
繁
之
さ
ん
が
受
賞

　
去
る
11
月
27
日
、
埼
玉
県
に
あ
る
大

宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
第
48
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
に
お

い
て
、
下
北
山
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
山
岡
会
長
が
、
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功

労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
長
年
に
亘
り
地
元
老

人
ク
ラ
ブ
の
発
展
は
も
ち
ろ
ん
、
郡
や

県
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
も
多
大
な

る
功
績
を
残
さ
れ
、
奈
良
県
か
ら
は
１

名
の
受
賞
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
村
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
育
成
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

吉野町の会長と記念撮影
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１
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各
賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の

　
令
和
元
年
度
は
、
３
年
に
一
度
の
民

生
委
員
･
児
童
委
員
の
全
国
一
斉
改
選

の
年
と
な
っ
て
お
り
、
本
村
に
お
い
て

も
12
月
１
日
付
け
で
10
名
の
皆
さ
ん
が

選
任
さ
れ
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

し
て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
委
嘱
状
を

村
長
よ
り
お
渡
し
し
ま
し
た
。

　
民
生
委
員
･
児
童
委
員
は
、
自
ら
も

地
域
住
民
の
一
員
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

が
担
当
す
る
区
域
に
お
い
て
、
住
民
の

生
活
上
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
、
行
政

を
は
じ
め
、
適
切
な
支
援
や
サ
ー
ビ
ス

へ
の
「
つ
な
ぎ
役
」
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
と
と
も
に
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
世
帯
の
見
守
り
や
安
否
確
認
な
ど
に

も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
主
任
児
童
委
員
は
、
子
ど
も

や
子
育
て
に
関
す
る
支
援
を
専
門
に
担

当
す
る
民
生
委
員
･
児
童
委
員
で
、
区

域
担
当
の
委
員
と
連
携
し
な
が
ら
子
育

て
の
支
援
や
児
童
健
全
育
成
活
動
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
民
生
委
員
･
児
童
委
員
に
は
守
秘
義

務
が
あ
り
、
相
談
内
容
の
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

　
今
後
、
村
の
地
域
福
祉
の
発
展
の
た

め
、
ご
尽
力
頂
き
ま
す
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

※
地
区
の
民
生
委
員
･
児
童
委
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　
　
上
池
原
地
区
　
中
　
村
　
利
　
子

　
　
下
池
原
地
区
　
平
　
井
　
己
年
子

　
　
池
　
峰
地
区
　
栗
　
本
　
千
恵
子

　
　
寺
垣
内
地
区
　
中
　
村
　
良
　
行

　
　
浦
　
向
地
区
　
田
ノ
下
　
洋
　
子

　
　
佐
　
田
地
区
　
勝
　
平
　
美
惠
子

　
　
上
桑
原
地
区
　

　
脇
　
忠
　
次

　
　
下
桑
原
地
区
　
仲
　
　
　
ナ
ナ
美

　﹇
主
任
児
童
委
員
﹈

　
　
全
　
　
村
　
　
山
　
本
　
節
　
代

　
　
全
　
　
村
　
　
和
　
田
　
章
　
子

　
ま
た
、
こ
の
11
月
30
日
付
け
で
任
期

満
了
に
よ
り
、
退
任
さ
れ
ま
し
た
方
々

に
つ
き
ま
し
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
並

び
に
奈
良
県
知
事
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら

れ
、
村
長
と
吉
野
福
祉
事
務
所
よ
り
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

※
退
任
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

　﹇
民
生
委
員
﹈

　
　
下
池
原
地
区
　
　
井
谷
節
子

　
　
池
　
峰
地
区
　
　
　
本
　
さ
と
よ

　
　
寺
垣
内
地
区
　
小
　
倉
　
千
　
治

民
生
委
員･

児
童
委
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た

（故）

　福
祉
・
介
護
の
職
場
へ
の
就
職
を
希

望
さ
れ
る
学
生
や
転
職
希
望
者
等
を
対

象
に
、
社
会
福
祉
施
設
・
社
会
福
祉
事

業
者
等
と
の
合
同
就
職
説
明
会
を
開
催

し
、
福
祉
・
介
護
の
仕
事
に
対
す
る
理

解
の
普
及
と
、
就
業
の
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

【
対

　象
】

･
２
０
２
１
年
３
月
卒
業
予
定
の
大

学
・
短
大
・
専
門
学
生
等
で
福
祉
職

場
に
就
職
希
望
の
方

･
福
祉
・
介
護
職
場
へ
の
就
職
や
転
職

希
望
の
方

･
福
祉
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
方

【
と
き
・
と
こ
ろ
】

令
和
２
年
３
月
14
日
（
土
）

10
時
30
分
～
16
時
00
分

Ｔ
Ｈ
Ｅ

Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ（
旧
橿

原
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
）
２
階
（
橿
原
市

久
米
町
６
５
２
‐
２
）

【
費

　用
】

参
加
費
無
料（
当
日
申
し
込
み
Ｏ
Ｋ
・

履
歴
書
不
要
・
入
退
場
自
由
）

【
問
合
せ
】

奈
良
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
７
４
４
‐
２
９
‐
０
１
６
０

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
７
４
４
‐
２
９
‐
６
１
１
４

福
祉
の
お
し
ご
と
フ
ェ
ア

　
　
　
　
　
２
０
２
０
開
催
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11
月
29
日
（
金
）
ス
ポ
ー
ツ
公
園
若

者
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
、
農
産
物

品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
出
品
数
は
、
根
菜
類
、
イ
モ

類
、
葉
菜
類
、
果
実
類
、
き
の
こ
類
等

1
1
6
点
の
出
展
で
、
98
点
だ
っ
た
昨

年
か
ら
18
点
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

出
品
者
数
に
お
い
て
も
昨
年
よ
り
2
名

増
加
し
て
37
名
と
な
り
、
本
年
度
に
お

い
て
は
出
品
数
・
出
品
者
数
共
に
増
加

し
ま
し
た
。

　
皆
様
、
農
産
物
品
評
会
に
多
数
ご
出

品
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
さ
て
、
今
年
の
天
候
は
１
年
を
通
じ

て
例
年
に
な
く
非
常
に
暑
い
日
が
続
き

ま
し
た
。
高
温
や
長
雨
続
き
で
、
野
菜

等
の
生
育
不
良
、
病
害
虫
発
生
な
ど
農

作
物
に
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
気
象
条
件
の
な
か
、

出
品
頂
い
た
農
産
物
は
非
常
に
品
質
が

良
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
特
に
、

特
賞
の
長
ネ
ギ
は
丁
寧
な
管
理
で
白
身

の
部
分
が
長
く
形
の
揃
っ
た
長
ネ
ギ
で

し
た
。

　
審
査
は
南
部
農
林
振
興
事
務
所
に
よ

り
、
外
観
・
色
つ
や
・
揃
い
・
病
害
虫

の
有
無
な
ど
を
重
点
に
慎
重
か
つ
厳
正

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

農
産
物
品
評
会
開
催

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
の
老
人
ク
ラ
ブ

「
育
成
功
労
者
表
彰
」
を
山
岡
繁
之
さ
ん
が
受
賞

　
去
る
11
月
27
日
、
埼
玉
県
に
あ
る
大

宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
第
48
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
に
お

い
て
、
下
北
山
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
山
岡
会
長
が
、
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功

労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
長
年
に
亘
り
地
元
老

人
ク
ラ
ブ
の
発
展
は
も
ち
ろ
ん
、
郡
や

県
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
も
多
大
な

る
功
績
を
残
さ
れ
、
奈
良
県
か
ら
は
１

名
の
受
賞
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
村
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
育
成
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

吉野町の会長と記念撮影

特賞を受賞された下垣内敏子さん

令 和 元 年 度 下 北 山 村
農産物品評会審査結果

特　賞
交 付 賞 名 出品番号 作 物 名 住 所 受 賞 者 名

奈良県知事 609 長ネギ 上桑原 上垣内　敏子

最優秀賞
交 付 賞 名 出品番号 作 物 名 住 所 受 賞 者 名

下北山村長 610 春まな 上桑原 西村　春子

優秀賞 （７名）

交 付 賞 名 出品番号 作 物 名 住 所 受 賞 者 名
奈良県南部農林振興事務
所長 456 里芋 浦向 田ノ下　美津代

五條吉野農業推進協議会
長 202 大根 池峰 木谷　さよ子

下北山村議会議長 617 お茶 寺垣内 北　克代

吉野地方農業委員会協議
会長 606 白菜 上桑原 野尻　さよ子

下北山村農業委員会長 612 じゃばら 上桑原 西村　嘉之

奈良県農業協同組合
代表理事賞 621 水菜 上桑原 山岡　ゆき

吉野地区営農連絡協議会
長 630 しいたけ 上桑原 寒作　育信

交付者：下北山村長
交 付 賞 名 出品番号 作 物 名 住 所 受 賞 者 名

一　等　賞 203 ゆず 池峰 中畑　一正

二　等　賞 802 キウイ 大小井 西川　たよ子

三　等　賞 614 里芋 上桑原 神林　登久子

交付者：下北山村長
交付賞名 出品番号 作 物 名 住 所 受 賞 者 名

努　力　賞 504 サツマイモ 佐田 山岡　美智枝

努　力　賞 602 かぶら 上桑原 橋詰　たか子

努　力　賞 207 ジャガイモ 池峰 山本　節代

特　賞
交 付 賞 名 出品番号 作 物 名 住 所 受 賞 者 名

奈良県知事 609 長ネギ 上桑原 上垣内　敏子

最優秀賞
交 付 賞 名 出品番号 作 物 名 住 所 受 賞 者 名

下北山村長 610 春まな 上桑原 西村　春子

優秀賞 （７名）

交 付 賞 名 出品番号 作 物 名 住 所 受 賞 者 名
奈良県南部農林振興事務
所長 456 里芋 浦向 田ノ下　美津代

五條吉野農業推進協議会
長 202 大根 池峰 木谷　さよ子

下北山村議会議長 617 お茶 寺垣内 北　克代

吉野地方農業委員会協議
会長 606 白菜 上桑原 野尻　さよ子

下北山村農業委員会長 612 じゃばら 上桑原 西村　嘉之

奈良県農業協同組合
代表理事賞 621 水菜 上桑原 山岡　ゆき

吉野地区営農連絡協議会
長 630 しいたけ 上桑原 寒作　育信

交付者：下北山村長
交 付 賞 名 出品番号 作 物 名 住 所 受 賞 者 名

一　等　賞 203 ゆず 池峰 中畑　一正

二　等　賞 802 キウイ 大小井 西川　たよ子

三　等　賞 614 里芋 上桑原 神林　登久子

交付者：下北山村長
交付賞名 出品番号 作 物 名 住 所 受 賞 者 名

努　力　賞 504 サツマイモ 佐田 山岡　美智枝

努　力　賞 602 かぶら 上桑原 橋詰　たか子

努　力　賞 207 ジャガイモ 池峰 山本　節代
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通
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、
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天
候
は
１
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を
通
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さ
て
、
今
年
の
天
候
は
１
年
を
通
じ

　
さ
て
、
今
年
の
天
候
は
１
年
を
通
じ

　
各
賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の

　
令
和
元
年
度
は
、
３
年
に
一
度
の
民

生
委
員
･
児
童
委
員
の
全
国
一
斉
改
選

の
年
と
な
っ
て
お
り
、
本
村
に
お
い
て

も
12
月
１
日
付
け
で
10
名
の
皆
さ
ん
が

選
任
さ
れ
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

し
て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
委
嘱
状
を

村
長
よ
り
お
渡
し
し
ま
し
た
。

　
民
生
委
員
･
児
童
委
員
は
、
自
ら
も

地
域
住
民
の
一
員
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

が
担
当
す
る
区
域
に
お
い
て
、
住
民
の

生
活
上
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
、
行
政

を
は
じ
め
、
適
切
な
支
援
や
サ
ー
ビ
ス

へ
の
「
つ
な
ぎ
役
」
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
と
と
も
に
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
世
帯
の
見
守
り
や
安
否
確
認
な
ど
に

も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
主
任
児
童
委
員
は
、
子
ど
も

や
子
育
て
に
関
す
る
支
援
を
専
門
に
担

当
す
る
民
生
委
員
･
児
童
委
員
で
、
区

域
担
当
の
委
員
と
連
携
し
な
が
ら
子
育

て
の
支
援
や
児
童
健
全
育
成
活
動
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
民
生
委
員
･
児
童
委
員
に
は
守
秘
義

務
が
あ
り
、
相
談
内
容
の
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

　
今
後
、
村
の
地
域
福
祉
の
発
展
の
た

め
、
ご
尽
力
頂
き
ま
す
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

※
地
区
の
民
生
委
員
･
児
童
委
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　
　
上
池
原
地
区
　
中
　
村
　
利
　
子

　
　
下
池
原
地
区
　
平
　
井
　
己
年
子

　
　
池
　
峰
地
区
　
栗
　
本
　
千
恵
子

　
　
寺
垣
内
地
区
　
中
　
村
　
良
　
行

　
　
浦
　
向
地
区
　
田
ノ
下
　
洋
　
子

　
　
佐
　
田
地
区
　
勝
　
平
　
美
惠
子

　
　
上
桑
原
地
区
　

　
脇
　
忠
　
次

　
　
下
桑
原
地
区
　
仲
　
　
　
ナ
ナ
美

　﹇
主
任
児
童
委
員
﹈

　
　
全
　
　
村
　
　
山
　
本
　
節
　
代

　
　
全
　
　
村
　
　
和
　
田
　
章
　
子

　
ま
た
、
こ
の
11
月
30
日
付
け
で
任
期

満
了
に
よ
り
、
退
任
さ
れ
ま
し
た
方
々

に
つ
き
ま
し
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
並

び
に
奈
良
県
知
事
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら

れ
、
村
長
と
吉
野
福
祉
事
務
所
よ
り
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

※
退
任
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

　﹇
民
生
委
員
﹈

　
　
下
池
原
地
区
　
　
井
谷
節
子

　
　
池
　
峰
地
区
　
　
　
本
　
さ
と
よ

　
　
寺
垣
内
地
区
　
小
　
倉
　
千
　
治

民
生
委
員･

児
童
委
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た

（故）

　福
祉
・
介
護
の
職
場
へ
の
就
職
を
希

望
さ
れ
る
学
生
や
転
職
希
望
者
等
を
対

象
に
、
社
会
福
祉
施
設
・
社
会
福
祉
事

業
者
等
と
の
合
同
就
職
説
明
会
を
開
催

し
、
福
祉
・
介
護
の
仕
事
に
対
す
る
理

解
の
普
及
と
、
就
業
の
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

【
対

　象
】

･
２
０
２
１
年
３
月
卒
業
予
定
の
大

学
・
短
大
・
専
門
学
生
等
で
福
祉
職

場
に
就
職
希
望
の
方

･
福
祉
・
介
護
職
場
へ
の
就
職
や
転
職

希
望
の
方

･
福
祉
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
方

【
と
き
・
と
こ
ろ
】

令
和
２
年
３
月
14
日
（
土
）

10
時
30
分
～
16
時
00
分

Ｔ
Ｈ
Ｅ

Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ（
旧
橿

原
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
）
２
階
（
橿
原
市

久
米
町
６
５
２
‐
２
）

【
費

　用
】

参
加
費
無
料（
当
日
申
し
込
み
Ｏ
Ｋ
・

履
歴
書
不
要
・
入
退
場
自
由
）

【
問
合
せ
】

奈
良
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
７
４
４
‐
２
９
‐
０
１
６
０

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
７
４
４
‐
２
９
‐
６
１
１
４

福
祉
の
お
し
ご
と
フ
ェ
ア

　
　
　
　
　
２
０
２
０
開
催
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12
月
７
日
（
土
）、
保
育
所
体
育
館

に
て
保
育
所
発
表
会
が
行
わ
れ
、
園
児

た
ち
は
一
生
懸
命
練
習
し
て
き
た
歌
や

太
鼓
、
音
楽
劇
を
元
気
に
披
露
し
ま
し

た
。
今
年
の
お
遊
戯
は
男
女
別
で
か
っ

こ
い
い
忍
者
や
海
賊
の
男
の
子
と
、
ド

レ
ス
や
ふ
ん
わ
り
ス
カ
ー
ト
を
着
た
か

わ
い
い
女
の
子
の
衣
装
が
と
て
も
印
象

的
で
観
客
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　
発
表
会
の
最
後
に
は
青
組
の
３
人
が

お
遊
戯
や
あ
い
さ
つ
を
披
露
し
、
成
長

し
た
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

保
育
所
発
表
会
＆
い
こ
い
の
郷
訪
問

　
ま
た
、
12
月
10
日
（
火
）
に
は
、
い

こ
い
の
郷
で
も
歌
と
お
遊
戯
を
披
露

し
、
入
居
者
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

の
皆
様
は
、
園
児
た
ち
の
か
わ
い
い
姿

に
微
笑
ん
で
い
ま
し
た
。

12
月
21
日
（
日
）
ス
ポ
ー
ツ
公
園
入

口
付
近
に
て
、
た
く
さ
ん
の
観
客
が
見

守
る
中
、
キ
ナ
リ
エ
の
点
灯
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　「
キ
ナ
リ
エ
」
と
は
、
村
内
在
住
の

有
志
の
皆
さ
ん
が
、
地
域
の
方
や
小
中

学
生
の
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

絵
付
け
し
た
ガ
ラ
ス
瓶
や
、
プ
ラ
板

オ
ー
ナ
メ
ン
ト
を
作
り
、
飾
り
つ
け
を

し
て
少
し
ず
つ
装
飾
を
増
や
し
て
い
く

手
作
り
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
団
体
で

す
。

　
点
灯
式
で
は
、
多
く
の
観
客
が
見
守

る
中
、
河
村
恭
子
副
代
表
の
司
会
に
よ

り
、
岡
千
種
代
表
が
キ
ナ
リ
エ
へ
の

想
い
を
語
ら
れ
、
村
長
の
お
祝
い
の
挨

拶
後
、
点
火
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
行

わ
れ
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

手
作
り
な
ら
で
は
の
温
か
い
光
に
包
ま

れ
、
歌
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
十
二
支
に
ま

つ
わ
る
お
話
な
ど
の
催
し
も
あ
り
、
観

客
は
寒
さ
を
忘
れ
癒
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

場
所
：
ス
ポ
ー
ツ
公
園
入
口
付
近

期
間
：
２
０
２
０
年
２
月
末
ま
で

　
　
　
18
時
〜
23
時
の
間
に
点
灯

皆
で
つ
く
ろ
う
キ
ナ
リ
エ

下
北
山
村
の
冬
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
な
い
で
い
き
た
い
想
い
が
形
に
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今
年
は
、

暮
ら
し
も
仕

事
も
大
き
く

変
化
し
て
い

く
年
に
な
り

そ
う
で
す
。

　

ま
ず
は
春

の
薪
カ
フ
ェ
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
も

う
ひ
と
頑
張
り
！
自
宅
の
改
修
も
し
た

い
し
、
田
畑
仕
事
や
薪
作
り
も
し
っ
か

り
や
り
た
い
な
ぁ
。
た
だ
た
だ
丁
寧
に

日
々
を
暮
ら
す
。
そ
ん
な
年
に
し
た
い

で
す
。

新
年
の
抱
負

①
仕
事
中
に

怪
我
を
し
な

い
さ
せ
な
い

②
山
に
植
え

る
苗
木
を
自

分
で
育
て
る

③
浦
向
と
上
桑
原
の
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー

ム
を
進
め
、
耕
作
放
棄
地
を
豊
か
な

土
地
に
戻
す

④
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
作
業
道
に
つ
い
て
情
報
を

発
信
す
る

　

村
で
暮
ら

し
始
め
て

も
う
す
ぐ
１

年
。
山
で
の

学
び
を
現
場

で
活
か
し
つ

つ
、
様
々
な

方
に
山
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
、
き
っ
か
け
づ
く
り
＆
も
の
づ

く
り
。
そ
し
て
、
村
な
ら
で
は
の
暮
ら

し
そ
の
も
の
を
楽
し
み
な
が
ら
丁
寧
に

暮
ら
す
２
０
２
０
年
に
し
ま
す
。
晴
れ

た
ら
一
緒
に
森
に
入
り
ま
し
ょ
う
～
。

　

下
北
山
村

に
移
住
し
て

数
ヶ
月
、
少

し
ず
つ
仕
事

も
覚
え
、
生

活
に
も
慣

れ
て
き
ま
し

た
。
少
し
ず
つ
ギ
ア
を
上
げ
て
参
り
ま

す
。

　

最
近
、
朝
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
薪
割
り

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
始
め
ま
し
た
。
狩
猟
、

特
殊
伐
採
、グ
ラ
ッ
プ
の
勉
強
中
で
す
。

為
せ
ば
成
る
。

　

協
力
隊
の

任
期
も
残
す

と
こ
ろ
３
ヵ
月
。
自
分
た
ち
で
生
業
を

起
こ
す
と
い
う
や
り
が
い
と
厳
し
さ

を
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
な
が

ら
、
２
０
２

０
年
の
幕
開

け
を
村
で
迎

え
ま
し
た
。

サ
ポ
ー
ト
き
な
り
の
事
務
局
を
守
り
な

が
ら
、
大
詰
め
に
入
っ
て
き
た
建
設
中

の
薪
カ
フ
ェ
を
完
成
さ
せ
て
、
笑
顔
で

春
を
迎
え
た
い
で
す
。

　

今
年
の
抱

負
は
「
不
易

流
行
」（
芭

蕉
）
村
外
の

来
訪
者
が
多

い
こ
の
場
所

で
、
村
の
本

質
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
自
然
な
形
で

新
し
い
も
の
と
繋
げ
た
い
で
す
。
良
い

ご
縁
が
生
ま
れ
ま
す
よ
う
に
☆
挽
立
て

コ
ー
ヒ
ー
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
ま
す

♪
（
火
―
金
）
☎
９
―
０
０
１
４

　

今
年
は
私

自
身
に
と
っ

て
も
世
界
的

に
見
て
も
大

き
な
転
換
期

と
な
る
こ
と

は
間
違
い
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
こ
の
世
界
は
私
た
ち
が
思
っ
て

い
る
通
り
に
成
っ
て
い
る
以
上
、
す
べ

て
自
己
責
任
で
あ
り
連
帯
責
任
で
も
あ

る
と
い
う
事
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

２
０
２
０

年
は
産
休
・

育
休
を
頂
く

み
な
み
で

す
。
し
か
し

村
に
拠
点
が

あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
の
で
、
今

年
は
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
一
村
民
と
し

て
下
北
山
村
の
暮
ら
し
を
満
喫
で
き
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
見
か
け
た
ら
ど
う
ぞ
、
お
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
ね
～
◎　

　

12
月
よ
り

産
休
に
入
ら

せ
て
頂
き
ま

し
た
。
ま
ず

は
母
子
と
も

に
無
事
に
お

産
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
１
日
１
日

を
楽
し
み
な
が
ら
大
切
に
過
ご
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

仕
事
に
復
帰
で
き
る
の
は
１
年
後
に

な
り
ま
す
が
、
ま
た
そ
の
時
は
精
一
杯

頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　明
け
ま
し
て
あ
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　今
月
号
は
協
力
隊
員
・
支
援
員
一
同

か
ら
新
年
の
抱
負
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

協
力
隊

協
力
隊

つ
ぶ
や
き 

つ
ぶ
や
き 

のの

そ
の
81

12
月
７
日
（
土
）、
保
育
所
体
育
館

に
て
保
育
所
発
表
会
が
行
わ
れ
、
園
児

た
ち
は
一
生
懸
命
練
習
し
て
き
た
歌
や

太
鼓
、
音
楽
劇
を
元
気
に
披
露
し
ま
し

た
。
今
年
の
お
遊
戯
は
男
女
別
で
か
っ

こ
い
い
忍
者
や
海
賊
の
男
の
子
と
、
ド

レ
ス
や
ふ
ん
わ
り
ス
カ
ー
ト
を
着
た
か

わ
い
い
女
の
子
の
衣
装
が
と
て
も
印
象

的
で
観
客
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　
発
表
会
の
最
後
に
は
青
組
の
３
人
が

お
遊
戯
や
あ
い
さ
つ
を
披
露
し
、
成
長

し
た
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

保
育
所
発
表
会
＆
い
こ
い
の
郷
訪
問

　
ま
た
、
12
月
10
日
（
火
）
に
は
、
い

こ
い
の
郷
で
も
歌
と
お
遊
戯
を
披
露

し
、
入
居
者
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

の
皆
様
は
、
園
児
た
ち
の
か
わ
い
い
姿

に
微
笑
ん
で
い
ま
し
た
。

12
月
21
日
（
日
）
ス
ポ
ー
ツ
公
園
入

口
付
近
に
て
、
た
く
さ
ん
の
観
客
が
見

守
る
中
、
キ
ナ
リ
エ
の
点
灯
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　「
キ
ナ
リ
エ
」
と
は
、
村
内
在
住
の

有
志
の
皆
さ
ん
が
、
地
域
の
方
や
小
中

学
生
の
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

絵
付
け
し
た
ガ
ラ
ス
瓶
や
、
プ
ラ
板

オ
ー
ナ
メ
ン
ト
を
作
り
、
飾
り
つ
け
を

し
て
少
し
ず
つ
装
飾
を
増
や
し
て
い
く

手
作
り
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
団
体
で

す
。

　
点
灯
式
で
は
、
多
く
の
観
客
が
見
守

る
中
、
河
村
恭
子
副
代
表
の
司
会
に
よ

り
、
岡
千
種
代
表
が
キ
ナ
リ
エ
へ
の

想
い
を
語
ら
れ
、
村
長
の
お
祝
い
の
挨

拶
後
、
点
火
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
行

わ
れ
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

手
作
り
な
ら
で
は
の
温
か
い
光
に
包
ま

れ
、
歌
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
十
二
支
に
ま

つ
わ
る
お
話
な
ど
の
催
し
も
あ
り
、
観

客
は
寒
さ
を
忘
れ
癒
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

場
所
：
ス
ポ
ー
ツ
公
園
入
口
付
近

期
間
：
２
０
２
０
年
２
月
末
ま
で

　
　
　
18
時
〜
23
時
の
間
に
点
灯

皆
で
つ
く
ろ
う
キ
ナ
リ
エ

下
北
山
村
の
冬
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
な
い
で
い
き
た
い
想
い
が
形
に

小
野 

正
晴 
隊
員

河
野 

祐
子 

隊
員

山
﨑 

章 

隊
員

中
嶋 
浩
二 

隊
員

仲 

奈
央
子 

隊
員

草
野 

み
な
み 

支
援
員

工
藤 

延
春 

支
援
員

牧
　
絢
　
支
援
員

小
野 

晴
美 

隊
員
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
も
み
な
さ
ま
が
健
康
に

一
年
を
過
ご
せ
ま
す
よ
う
、
保
健
福
祉

課
一
同
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
お
正
月
も
終
わ
り
、
少
し
食

べ
す
ぎ
た
か
な
？
と
い
う
方
も
お
ら
れ

る
か
と
思
い
ま
す
。
年
初
め
に
1
年
の

健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

◎
大
人
気
！
調
理
実
習
第
４
弾
！

少
し
前
に
流
行
っ
た
、〇
〇
ダ
イ
エ
ッ

ト
は
、
も
う
古
い
！
糖
質
や
脂
肪
の
吸

収
を
抑
え
て
正
し
い
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

【
日
時
】
1
月
21
日
（
火
）

　
　

午
前
11
時
〜
午
後
１
時

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
無
料

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
必

要
に
応
じ
て
持
ち
帰
り
用
タ
ッ
パ
ー

【
お
申
込
み
】※
要
事
前
申
込
み

※
健
康
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
対
象
事
業

※
先
着
20
名
様
限
定

◎
食
推
さ
ん
の
お
弁
当
作
り
教
室

　
見
て
よ
し
！
食
べ
て
よ
し
！
バ
ラ
ン

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

【
各
種
お
申
込
み
】

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
☎
６－

０
０
１
５

ス
よ
し
！
栄
養
士
さ
ん
直
伝
の
レ
シ
ピ

で
美
味
し
い
お
弁
当
を
作
り
ま
す
。
お

家
で
も
取
り
入
れ
や
す
い
メ
ニ
ュ
ー
に

な
っ
て
い
ま
す
よ
！
　

【
日
時
】
２
月
19
日
（
水
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
午
後
３
時

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
３
０
０
円

【
お
申
込
み
】※
要
事
前
申
込
み

　
　
　
　
　
2
月
14
日
（
金
）
ま
で

　山
間
部
の
市
町
村
歯
科
口
腔
保
健
事

業
を
担
う
歯
科
衛
生
士
が
不
足
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
五
條
市
・
吉
野
郡
在

住
の
歯
科
衛
生
士
で
現
在
歯
科
保
健
事

業
に
従
事
し
て
い
な
い
歯
科
衛
生
士
の

復
職
を
応
援
し
ま
す
。
来
年
度
か
ら
復

職
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
研
修
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

【
内

　容
】

「
令
和
２
年
度
復
職
サ
ポ
ー
ト
研
修
」

　奈
良
県
や
南
和
地
域
の
歯
科
口
腔
保

健
や
歯
科
医
療
の
現
状
、
歯
科
口
腔
保

健
に
関
わ
る
技
能
だ
け
で
な
く
、
現
行

の
法
制
度
や
問
題
点
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　研
修
終
了
後
は
、
吉
野
・
内
吉
野
保

健
所
管
内
市
町
村
へ
の
歯
科
口
腔
保
健

事
業
に
関
わ
る
時
に
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
研
修
の
開
始
は

令
和
２
年
６
月
か
ら
４
回
程
度
予
定
し

て
い
ま
す
。

【
対

　象
】

　五
條
市
、吉
野
郡
に
在
住
し
て
お
り
、

現
在
歯
科
保
健
業
務
に
従
事
し
て
い
な

い
歯
科
衛
生
士

【
申
込
み
方
法
】

　研
修
に
申
込
み
さ
れ
る
方
は
令
和
２

年
３
月
31
日
（
火
）
ま
で
に
下
記
申
込

み
先
へ
電
話
に
て
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
過
去
の
歯
科
衛
生
士
業
務
と
歯

科
衛
生
士
業
務
か
ら
離
れ
て
い
る
年
数

を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
参
加
費
】

　無

　料

【
お
問
合
せ
・
申
込
み
先
】

奈
良
県
吉
野
保
健
所

健
康
増
進
課

　母
子
・
健
康
推
進
係

電
話

０
７
４
７
‐
６
４
‐
８
１
３
４

（
休
日
を
除
く
月
～
金

　９
時
～
17
時
）

歯
科
衛
生
士
の
復
職
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

第
５
回
：
人
生
会
議
に
つ
い
て

〜
自
分
の
気
持
ち
、
周
り
に

　
　
伝
え
て
い
ま
す
か
？
？
？
〜

　村
も
す
っ
か
り
と
冷
え
込
ん
で
き
ま

し
た
が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
コ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
、
フ
レ

イ
ル
や
不
眠
、
脱
水
症
に
つ
い
て
、
興

味
を
も
っ
て
下
さ
る
方
が
増
え
て
き
て

い
て
嬉
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　さ
て
、
今
回
は
、
近
頃
ニ
ュ
ー
ス
で

も
話
題
に
な
っ
て
い
た
「
人
生
会
議
」

に
つ
い
て
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
は
診
療
所
に
赴
任
し
た
時
か
ら
、
絶

対
に
コ
ラ
ム
に
書
こ
う
と
思
っ
て
い
た

話
題
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
す
。
今
回
の

ニ
ュ
ー
ス
を
き
っ
か
け
に
、
今
月
、
こ

こ
で
書
か
な
け
れ
ば
と
思
い
、
筆
を
執

り
ま
し
た
。

　人
生
会
議
と
は
、「
自
分
が
大
切
に

し
て
い
る
こ
と
や
望
み
、
ど
の
よ
う
な

診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは

医
療
・
介
護
を
希
望
し
て
い
る
か
」
を

元
気
な
う
ち
に
家
族
や
信
頼
す
る
人
達

と
話
し
合
っ
て
お
く
取
り
組
み
の
こ
と

で
す
。
医
療
関
係
者
の
間
で
は
、
ア
ド

バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
Ａ

Ｃ
Ｐ
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　も
し
も
の
重
病
に
侵
さ
れ
、
病
院
で

治
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
際
、
約

70
％
の
方
々
は
、
既
に
上
手
く
意
思
表

示
が
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て
お
り
、

希
望
す
る
医
療
や
介
護
、
生
き
方
を
伝

え
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　そ
の
際
に
、
本
人
の
治
療
を
ど
こ
ま

で
行
う
の
か
、
退
院
後
の
生
活
・
介
護

を
ど
う
す
る
の
か
、
そ
れ
を
決
定
す
る

の
は
家
族
や
信
頼
で
き
る
近
し
い
人
達

と
な
り
ま
す
。

　実
際
に
近
年
で
は
、
病
院
に
入
院
す

る
際
、「
心
臓
が
止
ま
っ
た
時
に
、
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
希
望
す
る
か
」
「
急

変
し
て
、
人
工
呼
吸
な
ど
の
延
命
治
療

を
し
な
け
れ
ば
生
き
ら
れ
な
い
時
に
、

そ
の
よ
う
な
治
療
を
希
望
す
る
か
」「
遂

に
口
か
ら
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ

た
時
、
ど
う
し
た
い
か
？
」
な
ど
と
急

に
質
問
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
質
問
も
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
一
つ
な
の

で
す
が
、
病
院
に
入
院
し
て
い
る
と
、

し
ば
し
ば
こ
の
質
問
の
よ
う
な
こ
と
で

方
針
決
定
に
困
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
。

　し
か
し
、
い
き
な
り
こ
の
よ
う
な
質

問
を
さ
れ
る
と
、
ご
本
人
や
ご
家
族
は

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、戸
惑
う
で
し
ょ
う
。

い
き
な
り
自
分
の
親
や
近
し
い
方
の
人

生
を
決
め
て
く
れ
と
言
わ
れ
る…

ご
本

人
も
、望
ま
な
い
治
療
や
介
護
の
方
針
、

生
き
方
を
強
い
ら
れ
て
し
ま
い
、
そ
れ

も
意
思
表
示
が
う
ま
く
で
き
な
い
状
態

で
最
期
ま
で
過
ご
す…

想
像
す
る
と
か

な
り
恐
ろ
し
い
で
す
ね
。

　こ
こ
で
、「
ど
う
い
っ
た
生
き
方
を

し
た
い
の
か
」
を
中
心
に
、
普
段
か
ら

周
り
と
話
し
合
い
、
気
持
ち
を
知
っ
て

も
ら
え
て
い
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

「
こ
う
言
っ
て
い
た
な…

こ
う
生
き
た

い
と
話
し
て
い
た
な…

」
と
思
い
出
す

こ
と
で
、
意
思
決
定
を
す
る
人
達
の
精

神
的
な
負
担
を
少
し
で
も
軽
く
す
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
ご
本
人
も
、
望

ん
で
い
た
医
療
や
介
護
、
生
き
方
を
少

し
で
も
叶
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
の

で
す
。

　も
し
も
の
話
を
す
る
こ
と
は
重
要
で

す
が
、
い
き
な
り
そ
の
よ
う
な
話
を
切

り
出
す
の
は
「
縁
起
が
悪
い
」「
気
ま

ず
い
」と
思
う
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　そ
こ
で
ま
ず
は
、「
相
手
が
大
事
に

思
っ
て
い
る
こ
と
」
を
聞
い
て
み
ま

し
ょ
う
。『
誰
か
と
一
緒
に
い
る
こ
と
』

『
生
き
甲
斐
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
出

来
る
こ
と
』『
１
０
０
ま
で
何
と
し
て

も
生
き
抜
く
こ
と
』『
人
様
の
迷
惑
に

な
ら
な
い
こ
と
』
な
ど
、
人
に
よ
り
い

ろ
ん
な
「
大
事
」
が
あ
る
こ
と
が
分
か

る
と
思
い
ま
す
。そ
の
会
話
の
流
れ
で
、

自
分
が
大
事
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を

言
っ
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ

だ
け
で
も
、
も
し
も
の
時
の
方
針
決
定

に
お
い
て
、
大
き
な
手
掛
か
り
に
な
る

の
で
す
。

　但
し
、
一
度
話
し
合
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
、
意
思
が
完
全
に
確
定
だ
と
は

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
気
持
ち
、
考
え

方
は
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

　ま
た
、
意
思
表
示
が
で
き
た
か
ら
と

い
っ
て
、
必
ず
し
も
望
ん
だ
生
き
方
が

で
き
る
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
話

し
合
い
を
継
続
し
、
そ
の
「
大
事
」
を

尊
重
す
る
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
、
周
り
だ
け
で
な
く
、
ご
自
身
で
も

考
え
、
あ
ら
か
じ
め
行
動
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　診
療
所
に
は
、
そ
ん
な
人
生
会
議
の

助
け
に
な
る
資
料
を
揃
え
て
お
り
ま

す
。
よ
り
具
体
的
な
話
題
も
で
き
れ
ば

好
ま
し
い
の
で
す
が
、「
や
っ
ぱ
り
ど

う
や
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い…

」
と

お
悩
み
の
方
は
、
ぜ
ひ
診
療
所
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
！
人
生
会
議
に
決
ま
っ
た

形
は
あ
り
ま
せ
ん
。
診
療
所
の
ス
タ
ッ

フ
と
一
緒
に
考
え
な
が
ら
、
あ
な
た
だ

け
の
人
生
会
議
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

下
北
山
村
診
療
所

　田
口 

浩
之

３
、
具
体
的
に
は
ど
う
す
る
の
？

２
、
な
ぜ
話
し
合
う
必
要
が
あ
る
の
？

１
、
人
生
会
議
っ
て
何
？
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
も
み
な
さ
ま
が
健
康
に

一
年
を
過
ご
せ
ま
す
よ
う
、
保
健
福
祉

課
一
同
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
お
正
月
も
終
わ
り
、
少
し
食

べ
す
ぎ
た
か
な
？
と
い
う
方
も
お
ら
れ

る
か
と
思
い
ま
す
。
年
初
め
に
1
年
の

健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

◎
大
人
気
！
調
理
実
習
第
４
弾
！

少
し
前
に
流
行
っ
た
、〇
〇
ダ
イ
エ
ッ

ト
は
、
も
う
古
い
！
糖
質
や
脂
肪
の
吸

収
を
抑
え
て
正
し
い
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

【
日
時
】
1
月
21
日
（
火
）

　
　

午
前
11
時
〜
午
後
１
時

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
無
料

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
必

要
に
応
じ
て
持
ち
帰
り
用
タ
ッ
パ
ー

【
お
申
込
み
】※
要
事
前
申
込
み

※
健
康
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
対
象
事
業

※
先
着
20
名
様
限
定

◎
食
推
さ
ん
の
お
弁
当
作
り
教
室

　
見
て
よ
し
！
食
べ
て
よ
し
！
バ
ラ
ン

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

【
各
種
お
申
込
み
】

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
☎
６－

０
０
１
５

ス
よ
し
！
栄
養
士
さ
ん
直
伝
の
レ
シ
ピ

で
美
味
し
い
お
弁
当
を
作
り
ま
す
。
お

家
で
も
取
り
入
れ
や
す
い
メ
ニ
ュ
ー
に

な
っ
て
い
ま
す
よ
！
　

【
日
時
】
２
月
19
日
（
水
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
午
後
３
時

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
３
０
０
円

【
お
申
込
み
】※
要
事
前
申
込
み

　
　
　
　
　
2
月
14
日
（
金
）
ま
で

　山
間
部
の
市
町
村
歯
科
口
腔
保
健
事

業
を
担
う
歯
科
衛
生
士
が
不
足
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
五
條
市
・
吉
野
郡
在

住
の
歯
科
衛
生
士
で
現
在
歯
科
保
健
事

業
に
従
事
し
て
い
な
い
歯
科
衛
生
士
の

復
職
を
応
援
し
ま
す
。
来
年
度
か
ら
復

職
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
研
修
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

【
内

　容
】

「
令
和
２
年
度
復
職
サ
ポ
ー
ト
研
修
」

　奈
良
県
や
南
和
地
域
の
歯
科
口
腔
保

健
や
歯
科
医
療
の
現
状
、
歯
科
口
腔
保

健
に
関
わ
る
技
能
だ
け
で
な
く
、
現
行

の
法
制
度
や
問
題
点
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　研
修
終
了
後
は
、
吉
野
・
内
吉
野
保

健
所
管
内
市
町
村
へ
の
歯
科
口
腔
保
健

事
業
に
関
わ
る
時
に
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
研
修
の
開
始
は

令
和
２
年
６
月
か
ら
４
回
程
度
予
定
し

て
い
ま
す
。

【
対

　象
】

　五
條
市
、吉
野
郡
に
在
住
し
て
お
り
、

現
在
歯
科
保
健
業
務
に
従
事
し
て
い
な

い
歯
科
衛
生
士

【
申
込
み
方
法
】

　研
修
に
申
込
み
さ
れ
る
方
は
令
和
２

年
３
月
31
日
（
火
）
ま
で
に
下
記
申
込

み
先
へ
電
話
に
て
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
過
去
の
歯
科
衛
生
士
業
務
と
歯

科
衛
生
士
業
務
か
ら
離
れ
て
い
る
年
数

を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
参
加
費
】

　無

　料

【
お
問
合
せ
・
申
込
み
先
】

奈
良
県
吉
野
保
健
所

健
康
増
進
課

　母
子
・
健
康
推
進
係

電
話

０
７
４
７
‐
６
４
‐
８
１
３
４

（
休
日
を
除
く
月
～
金

　９
時
～
17
時
）

歯
科
衛
生
士
の
復
職
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

第
５
回
：
人
生
会
議
に
つ
い
て

〜
自
分
の
気
持
ち
、
周
り
に

　
　
伝
え
て
い
ま
す
か
？
？
？
〜

　村
も
す
っ
か
り
と
冷
え
込
ん
で
き
ま

し
た
が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
コ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
、
フ
レ

イ
ル
や
不
眠
、
脱
水
症
に
つ
い
て
、
興

味
を
も
っ
て
下
さ
る
方
が
増
え
て
き
て

い
て
嬉
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　さ
て
、
今
回
は
、
近
頃
ニ
ュ
ー
ス
で

も
話
題
に
な
っ
て
い
た
「
人
生
会
議
」

に
つ
い
て
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
は
診
療
所
に
赴
任
し
た
時
か
ら
、
絶

対
に
コ
ラ
ム
に
書
こ
う
と
思
っ
て
い
た

話
題
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
す
。
今
回
の

ニ
ュ
ー
ス
を
き
っ
か
け
に
、
今
月
、
こ

こ
で
書
か
な
け
れ
ば
と
思
い
、
筆
を
執

り
ま
し
た
。

　人
生
会
議
と
は
、「
自
分
が
大
切
に

し
て
い
る
こ
と
や
望
み
、
ど
の
よ
う
な

診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは

医
療
・
介
護
を
希
望
し
て
い
る
か
」
を

元
気
な
う
ち
に
家
族
や
信
頼
す
る
人
達

と
話
し
合
っ
て
お
く
取
り
組
み
の
こ
と

で
す
。
医
療
関
係
者
の
間
で
は
、
ア
ド

バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
Ａ

Ｃ
Ｐ
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　も
し
も
の
重
病
に
侵
さ
れ
、
病
院
で

治
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
際
、
約

70
％
の
方
々
は
、
既
に
上
手
く
意
思
表

示
が
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て
お
り
、

希
望
す
る
医
療
や
介
護
、
生
き
方
を
伝

え
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　そ
の
際
に
、
本
人
の
治
療
を
ど
こ
ま

で
行
う
の
か
、
退
院
後
の
生
活
・
介
護

を
ど
う
す
る
の
か
、
そ
れ
を
決
定
す
る

の
は
家
族
や
信
頼
で
き
る
近
し
い
人
達

と
な
り
ま
す
。

　実
際
に
近
年
で
は
、
病
院
に
入
院
す

る
際
、「
心
臓
が
止
ま
っ
た
時
に
、
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
希
望
す
る
か
」
「
急

変
し
て
、
人
工
呼
吸
な
ど
の
延
命
治
療

を
し
な
け
れ
ば
生
き
ら
れ
な
い
時
に
、

そ
の
よ
う
な
治
療
を
希
望
す
る
か
」「
遂

に
口
か
ら
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ

た
時
、
ど
う
し
た
い
か
？
」
な
ど
と
急

に
質
問
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
質
問
も
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
一
つ
な
の

で
す
が
、
病
院
に
入
院
し
て
い
る
と
、

し
ば
し
ば
こ
の
質
問
の
よ
う
な
こ
と
で

方
針
決
定
に
困
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
。

　し
か
し
、
い
き
な
り
こ
の
よ
う
な
質

問
を
さ
れ
る
と
、
ご
本
人
や
ご
家
族
は

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、戸
惑
う
で
し
ょ
う
。

い
き
な
り
自
分
の
親
や
近
し
い
方
の
人

生
を
決
め
て
く
れ
と
言
わ
れ
る…

ご
本

人
も
、望
ま
な
い
治
療
や
介
護
の
方
針
、

生
き
方
を
強
い
ら
れ
て
し
ま
い
、
そ
れ

も
意
思
表
示
が
う
ま
く
で
き
な
い
状
態

で
最
期
ま
で
過
ご
す…

想
像
す
る
と
か

な
り
恐
ろ
し
い
で
す
ね
。

　こ
こ
で
、「
ど
う
い
っ
た
生
き
方
を

し
た
い
の
か
」
を
中
心
に
、
普
段
か
ら

周
り
と
話
し
合
い
、
気
持
ち
を
知
っ
て

も
ら
え
て
い
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

「
こ
う
言
っ
て
い
た
な…

こ
う
生
き
た

い
と
話
し
て
い
た
な…

」
と
思
い
出
す

こ
と
で
、
意
思
決
定
を
す
る
人
達
の
精

神
的
な
負
担
を
少
し
で
も
軽
く
す
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
ご
本
人
も
、
望

ん
で
い
た
医
療
や
介
護
、
生
き
方
を
少

し
で
も
叶
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
の

で
す
。

　も
し
も
の
話
を
す
る
こ
と
は
重
要
で

す
が
、
い
き
な
り
そ
の
よ
う
な
話
を
切

り
出
す
の
は
「
縁
起
が
悪
い
」「
気
ま

ず
い
」と
思
う
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　そ
こ
で
ま
ず
は
、「
相
手
が
大
事
に

思
っ
て
い
る
こ
と
」
を
聞
い
て
み
ま

し
ょ
う
。『
誰
か
と
一
緒
に
い
る
こ
と
』

『
生
き
甲
斐
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
出

来
る
こ
と
』『
１
０
０
ま
で
何
と
し
て

も
生
き
抜
く
こ
と
』『
人
様
の
迷
惑
に

な
ら
な
い
こ
と
』
な
ど
、
人
に
よ
り
い

ろ
ん
な
「
大
事
」
が
あ
る
こ
と
が
分
か

る
と
思
い
ま
す
。そ
の
会
話
の
流
れ
で
、

自
分
が
大
事
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を

言
っ
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ

だ
け
で
も
、
も
し
も
の
時
の
方
針
決
定

に
お
い
て
、
大
き
な
手
掛
か
り
に
な
る

の
で
す
。

　但
し
、
一
度
話
し
合
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
、
意
思
が
完
全
に
確
定
だ
と
は

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
気
持
ち
、
考
え

方
は
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

　ま
た
、
意
思
表
示
が
で
き
た
か
ら
と

い
っ
て
、
必
ず
し
も
望
ん
だ
生
き
方
が

で
き
る
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
話

し
合
い
を
継
続
し
、
そ
の
「
大
事
」
を

尊
重
す
る
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
、
周
り
だ
け
で
な
く
、
ご
自
身
で
も

考
え
、
あ
ら
か
じ
め
行
動
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　診
療
所
に
は
、
そ
ん
な
人
生
会
議
の

助
け
に
な
る
資
料
を
揃
え
て
お
り
ま

す
。
よ
り
具
体
的
な
話
題
も
で
き
れ
ば

好
ま
し
い
の
で
す
が
、「
や
っ
ぱ
り
ど

う
や
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い…

」
と

お
悩
み
の
方
は
、
ぜ
ひ
診
療
所
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
！
人
生
会
議
に
決
ま
っ
た

形
は
あ
り
ま
せ
ん
。
診
療
所
の
ス
タ
ッ

フ
と
一
緒
に
考
え
な
が
ら
、
あ
な
た
だ

け
の
人
生
会
議
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

下
北
山
村
診
療
所

　田
口 

浩
之

３
、
具
体
的
に
は
ど
う
す
る
の
？

２
、
な
ぜ
話
し
合
う
必
要
が
あ
る
の
？

１
、
人
生
会
議
っ
て
何
？
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あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
平
素
か
ら
警
察
業
務
に
対
し
て
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
村
民
の
皆
様
に
と
っ
て

素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

狙
わ
れ
て
い
ま
す

　
残
念
で
す
が
、
時
代
は
ど
ん
ど
ん
移

り
変
わ
っ
て
「
の
ど
か
で
穏
や
か
な
時

代
」か
ら「
世
知
辛
い
世
の
中
」に
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

　
先
日
、
村
内
で
長
ら
く
空
き
家
に

な
っ
て
い
る
住
宅
に
泥
棒
が
入
り
ま
し

た
。

　
盗
ま
れ
た
の
は
古
い
タ
ン
ス
や
食
器

で
「
骨
董
品
」
を
専
門
に
狙
う
泥
棒
の

犯
行
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
悪
い
奴
ら
は
現
金
だ
け

で
な
く
い
ろ
ん
な
物
を
狙
っ
て
い
ま

す
。

　
外
出
す
る
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
家
に

駐在さん通信駐在さん通信

在
宅
し
て
い
る
と
き
も
戸
締
り
を
す
る

習
慣
を
付
け
て
犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

１
月
10
日
は
「
１
１
０
番
の
日
」

　
１
１
０
番
は
、
事
件
・
事
故
等
の
緊

急
通
報
電
話
で
す
。

　
事
件
や
事
故
に
遭
っ
た
り
、
目
撃
し

た
時
な
ど
警
察
の
緊
急
な
対
応
が
必
要

な
場
合
は
、
た
め
ら
わ
ず
１
１
０
番
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
、
通
報
の
中
に
は
、
緊
急
性
が

な
い
内
容
の
も
の
も
あ
り
、
真
に
助
け

を
求
め
て
お
ら
れ
る
方
か
ら
の
１
１
０

番
通
報
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
１
１
０
番
は
、「
警
察
の
代
表
電
話
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
問
い
合
わ
せ
や

相
談
事
は
、
駐
在
所

　
池
原
駐
在
所
５
―
２
０
０
３

　
寺
垣
内
駐
在
所
６
―
０
０
３
１

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

「
な
が
ら
運
転
」が
厳
罰
化
さ
れ
ま
し
た

　
去
年
12
月
に
道
路
交
通
法
が
改
正
さ

れ
、
な
が
ら
運
転
の
罰
則
が
強
化
さ
れ

ま
し
た
。

　
運
転
中
に
通
話
（
保
持
）、
画
像
注

視
（
保
持
）
し
た
場
合
は
、
携
帯
電
話

使
用
等
（
保
持
）
違
反
と
な
り
、
普
通

車
の
場
合
で
違
反
点
数
が
3
点
、
反
則

金
が
１
８
，
０
０
０
円
と
、
従
来
の
3

倍
に
な
り
ま
し
た
。

　
運
転
中
に
通
話
（
保
持
）、
画
像
注

視
（
保
持
）、
画
像
注
視
（
非
保
持
）

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
交
通
事
故
を
起
こ

し
た
場
合
に
は
、携
帯
電
話
使
用
等（
交

通
の
危
険
）
違
反
と
な
り
、
違
反
点
数

が
6
点
（
即
免
停
）、
反
則
金
制
度
適

用
外
で
懲
役
も
し
く
は
罰
金
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
運
転
中
の
携
帯
電
話
の
使
用
は
運
転

に
対
す
る
注
意
力
が
散
漫
に
な
っ
て
本

当
に
危
険
で
す
か
ら
絶
対
に
や
め
て
く

だ
さ
い
。

キ
ッ
ズ
ポ
リ
ス
募
集
！

　
被
害
防
止
指
導
キ
ー
ワ
ー
ド
「
い
か

の
お
す
し
一
人
前
」
の
広
報
チ
ー
ム
を

結
成
す
る
た
め
、第
７
期
チ
ー
ム「
キ
ッ

ズ
ポ
リ
ス
」
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
す
。

　
対
象
者
は
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在

で
４
歳
か
ら
７
歳
の
奈
良
県
内
の
小
学

校
・
保
育
園
等
に
在
籍
す
る
幼
児
・
児

童
で
す
。

　
詳
し
く
は
駐
在
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ク
リ
ス
マ
ス
作
戦
で
、
い
こ
い
の
郷
や

高
齢
者
宅
を
訪
問
！

　
去
る
12
月
３
日
、
下
北
山
村
駐
在
所

連
絡
協
議
会
・
下
北
山
安
全
で
住
み
よ

い
村
づ
く
り
推
進
協
議
会
・
交
通
安
全

協
会
・
吉
野
警
察
署
が
合
同
で
、
い
こ

い
の
郷
や
村
内
に
お
住
ま
い
の
80
歳
以

上
の
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
て
、
年
末
を

迎
え
て
特
殊
詐
欺
な
ど
の
各
種
犯
罪
の

被
害
防
止
、
交
通

事
故
防
止
を
働
き

か
け
ま
し
た
。

　
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
い
つ
ま
で
も

お
元
気
で
い
て
く

だ
さ
い
ね
。

【
防
衛
省
自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験
】

◇
採
用
種
目

　
・
陸
上
自
衛
隊
自
衛
官
候
補
生

　
・
航
空
自
衛
隊
自
衛
官
候
補
生

◇
応
募
資
格

　
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、
18
歳
以

上
33
歳
未
満
の
方

◇
試
験
日
（
※
変
更
・
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。）

　
①
令
和
２
年
１
月
26
日
（
日
）

　
②
令
和
２
年
２
月
16
日
（
日
）

◇
受
付
・
お
問
合
せ

　
試
験
に
関
す
る
こ
と
や
自
衛
隊
に
関

す
る
こ
と
は
、
こ
ち
ら
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部
五
條
地
域

事
務
所
　

☎
０
７
４
７
―
２
２
―
３
７
８
９

住
所
：
五
條
市
今
井
５
丁
目
１
―
12

自
衛
隊
採
用
試
験
の
ご
案
内

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

２
０
２
０
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

書
初
め

　
だ
ね

よ
う
ー
し
！

私
も

一
年
の
計
を

書
こ
う
！

み
ん
な
が

一
人

ひ
と
り

輝
け
る

年
に

し
よ
う
ね

す
て
き
な

一
年
に

し
た
い
ね

ね
ん

か
き
ぞ

わ
た
し

い
ちか
ね
ん

い
ち
ね
ん

け
い

ひ
と

か
が
や

と
し

り

ね
が

【
任
期
】
令
和
２
年
４
月
１
日
～

　
　

令
和
３
年
３
月
31
日

【
目
的
】
国
有
林
の
事
業
運
営
等
に
つ

い
て
、
国
民
の
皆
さ
ま
の
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
ご
意
見
や
ご
要
望

を
お
聞
き
し
て
国
有
林
野
行
政
に
反

映
さ
せ
る
た
め
。

【
対
象
】
奈
良
県
内
に
お
住
ま
い
で
、

森
林
・
林
業
及
び
国
有
林
に
関
心
の

あ
る
成
人
の
方
。
た
だ
し
、
国
会
及

び
地
方
議
会
の
議
員
、
地
方
公
共
団

体
の
長
、
常
勤
の
国
家
公
務
員
、
平

成
29
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
ま
で
３

年
間
連
続
し
て
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を

務
め
ら
れ
た
方
は
除
き
ま
す
。

【
応
募
締
切
】令
和
２
年
１
月
31
日（
金
）

【
詳
細
】
募
集
の
詳
細
は
、
近
畿
中
国

森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

「
近
畿
中
国
森
林
管
理
局

　国
有
林

モ
ニ
タ
ー
」
で
検
索

【
お
問
い
合
わ
せ
】
近
畿
中
国
森
林
管

理
局

総
務
企
画
部

企
画
調
整
課

林

政
推
進
係

T
E
L
：
０
６
―
６
８
８
１
―
３
４
０
６

（
直
通
）
ま
で

○　令和元年分所得税及び復興特別所得税の確定
申告期間は、２月17日(月)から３月16日(月)ま
でです。
○　税務署では、２月14日(金)までは通常の業務
体制で事務を行っていますので、確定申告の相
談のある方は２月17日（月）以降にお願いします。
○　確定申告会場は、混雑状況によっては長時間
お待ちいただくことがあります。
○　申告会場では、16時まで申告相談の受付をし
ていますが、混雑状況により早めに終了する場
合がありますのでご了承ください。

令
和
２
年
度

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

吉野税務署からの
お知らせ

「マイナンバーカード」又は「ID・パスワード
方式の届出完了通知」をお持ちの方はスマー
トフォンで申告ができます。

スマホ×確定申告　－ネクストステージ－

進化するスマート申告！
～５つのステップで手続完結！～
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あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
平
素
か
ら
警
察
業
務
に
対
し
て
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
村
民
の
皆
様
に
と
っ
て

素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

狙
わ
れ
て
い
ま
す

　
残
念
で
す
が
、
時
代
は
ど
ん
ど
ん
移

り
変
わ
っ
て
「
の
ど
か
で
穏
や
か
な
時

代
」か
ら「
世
知
辛
い
世
の
中
」に
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

　
先
日
、
村
内
で
長
ら
く
空
き
家
に

な
っ
て
い
る
住
宅
に
泥
棒
が
入
り
ま
し

た
。

　
盗
ま
れ
た
の
は
古
い
タ
ン
ス
や
食
器

で
「
骨
董
品
」
を
専
門
に
狙
う
泥
棒
の

犯
行
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
悪
い
奴
ら
は
現
金
だ
け

で
な
く
い
ろ
ん
な
物
を
狙
っ
て
い
ま

す
。

　
外
出
す
る
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
家
に

駐在さん通信駐在さん通信

在
宅
し
て
い
る
と
き
も
戸
締
り
を
す
る

習
慣
を
付
け
て
犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

１
月
10
日
は
「
１
１
０
番
の
日
」

　
１
１
０
番
は
、
事
件
・
事
故
等
の
緊

急
通
報
電
話
で
す
。

　
事
件
や
事
故
に
遭
っ
た
り
、
目
撃
し

た
時
な
ど
警
察
の
緊
急
な
対
応
が
必
要

な
場
合
は
、
た
め
ら
わ
ず
１
１
０
番
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
、
通
報
の
中
に
は
、
緊
急
性
が

な
い
内
容
の
も
の
も
あ
り
、
真
に
助
け

を
求
め
て
お
ら
れ
る
方
か
ら
の
１
１
０

番
通
報
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
１
１
０
番
は
、「
警
察
の
代
表
電
話
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
問
い
合
わ
せ
や

相
談
事
は
、
駐
在
所

　
池
原
駐
在
所
５
―
２
０
０
３

　
寺
垣
内
駐
在
所
６
―
０
０
３
１

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

「
な
が
ら
運
転
」が
厳
罰
化
さ
れ
ま
し
た

　
去
年
12
月
に
道
路
交
通
法
が
改
正
さ

れ
、
な
が
ら
運
転
の
罰
則
が
強
化
さ
れ

ま
し
た
。

　
運
転
中
に
通
話
（
保
持
）、
画
像
注

視
（
保
持
）
し
た
場
合
は
、
携
帯
電
話

使
用
等
（
保
持
）
違
反
と
な
り
、
普
通

車
の
場
合
で
違
反
点
数
が
3
点
、
反
則

金
が
１
８
，
０
０
０
円
と
、
従
来
の
3

倍
に
な
り
ま
し
た
。

　
運
転
中
に
通
話
（
保
持
）、
画
像
注

視
（
保
持
）、
画
像
注
視
（
非
保
持
）

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
交
通
事
故
を
起
こ

し
た
場
合
に
は
、携
帯
電
話
使
用
等（
交

通
の
危
険
）
違
反
と
な
り
、
違
反
点
数

が
6
点
（
即
免
停
）、
反
則
金
制
度
適

用
外
で
懲
役
も
し
く
は
罰
金
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
運
転
中
の
携
帯
電
話
の
使
用
は
運
転

に
対
す
る
注
意
力
が
散
漫
に
な
っ
て
本

当
に
危
険
で
す
か
ら
絶
対
に
や
め
て
く

だ
さ
い
。

キ
ッ
ズ
ポ
リ
ス
募
集
！

　
被
害
防
止
指
導
キ
ー
ワ
ー
ド
「
い
か

の
お
す
し
一
人
前
」
の
広
報
チ
ー
ム
を

結
成
す
る
た
め
、第
７
期
チ
ー
ム「
キ
ッ

ズ
ポ
リ
ス
」
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
す
。

　
対
象
者
は
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在

で
４
歳
か
ら
７
歳
の
奈
良
県
内
の
小
学

校
・
保
育
園
等
に
在
籍
す
る
幼
児
・
児

童
で
す
。

　
詳
し
く
は
駐
在
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ク
リ
ス
マ
ス
作
戦
で
、
い
こ
い
の
郷
や

高
齢
者
宅
を
訪
問
！

　
去
る
12
月
３
日
、
下
北
山
村
駐
在
所

連
絡
協
議
会
・
下
北
山
安
全
で
住
み
よ

い
村
づ
く
り
推
進
協
議
会
・
交
通
安
全

協
会
・
吉
野
警
察
署
が
合
同
で
、
い
こ

い
の
郷
や
村
内
に
お
住
ま
い
の
80
歳
以

上
の
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
て
、
年
末
を

迎
え
て
特
殊
詐
欺
な
ど
の
各
種
犯
罪
の

被
害
防
止
、
交
通

事
故
防
止
を
働
き

か
け
ま
し
た
。

　
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
い
つ
ま
で
も

お
元
気
で
い
て
く

だ
さ
い
ね
。

【
防
衛
省
自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験
】

◇
採
用
種
目

　
・
陸
上
自
衛
隊
自
衛
官
候
補
生

　
・
航
空
自
衛
隊
自
衛
官
候
補
生

◇
応
募
資
格

　
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、
18
歳
以

上
33
歳
未
満
の
方

◇
試
験
日
（
※
変
更
・
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。）

　
①
令
和
２
年
１
月
26
日
（
日
）

　
②
令
和
２
年
２
月
16
日
（
日
）

◇
受
付
・
お
問
合
せ

　
試
験
に
関
す
る
こ
と
や
自
衛
隊
に
関

す
る
こ
と
は
、
こ
ち
ら
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部
五
條
地
域

事
務
所
　

☎
０
７
４
７
―
２
２
―
３
７
８
９

住
所
：
五
條
市
今
井
５
丁
目
１
―
12

自
衛
隊
採
用
試
験
の
ご
案
内

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

２
０
２
０
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

書
初
め

　
だ
ね

よ
う
ー
し
！

私
も

一
年
の
計
を

書
こ
う
！

み
ん
な
が

一
人

ひ
と
り

輝
け
る

年
に

し
よ
う
ね

す
て
き
な

一
年
に

し
た
い
ね

ね
ん

か
き
ぞ

わ
た
し

い
ちか
ね
ん

い
ち
ね
ん

け
い

ひ
と

か
が
や

と
し

り

ね
が

【
任
期
】
令
和
２
年
４
月
１
日
～

　
　

令
和
３
年
３
月
31
日

【
目
的
】
国
有
林
の
事
業
運
営
等
に
つ

い
て
、
国
民
の
皆
さ
ま
の
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
ご
意
見
や
ご
要
望

を
お
聞
き
し
て
国
有
林
野
行
政
に
反

映
さ
せ
る
た
め
。

【
対
象
】
奈
良
県
内
に
お
住
ま
い
で
、

森
林
・
林
業
及
び
国
有
林
に
関
心
の

あ
る
成
人
の
方
。
た
だ
し
、
国
会
及

び
地
方
議
会
の
議
員
、
地
方
公
共
団

体
の
長
、
常
勤
の
国
家
公
務
員
、
平

成
29
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
ま
で
３

年
間
連
続
し
て
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を

務
め
ら
れ
た
方
は
除
き
ま
す
。

【
応
募
締
切
】令
和
２
年
１
月
31
日（
金
）

【
詳
細
】
募
集
の
詳
細
は
、
近
畿
中
国

森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

「
近
畿
中
国
森
林
管
理
局

　国
有
林

モ
ニ
タ
ー
」
で
検
索

【
お
問
い
合
わ
せ
】
近
畿
中
国
森
林
管

理
局

総
務
企
画
部

企
画
調
整
課

林

政
推
進
係

T
E
L
：
０
６
―
６
８
８
１
―
３
４
０
６

（
直
通
）
ま
で

○　令和元年分所得税及び復興特別所得税の確定
申告期間は、２月17日(月)から３月16日(月)ま
でです。
○　税務署では、２月14日(金)までは通常の業務
体制で事務を行っていますので、確定申告の相
談のある方は２月17日（月）以降にお願いします。
○　確定申告会場は、混雑状況によっては長時間
お待ちいただくことがあります。
○　申告会場では、16時まで申告相談の受付をし
ていますが、混雑状況により早めに終了する場
合がありますのでご了承ください。

令
和
２
年
度

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

吉野税務署からの
お知らせ

「マイナンバーカード」又は「ID・パスワード
方式の届出完了通知」をお持ちの方はスマー
トフォンで申告ができます。

スマホ×確定申告　－ネクストステージ－

進化するスマート申告！
～５つのステップで手続完結！～
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http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/

発　行 下北山村役場
奈良県吉野郡下北山村大字寺垣内983番地

㈹07468－6－0001

〒639-3803

令和元年11月30日現在

前年同月比
（－
（－
（－
（－

23）
15）
8）

　14）

人　口
男
女
世帯数

890人
404人
486人
557戸

先月比
2）
1）
1）
2）

（－
（－
（－
（－

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

浦
垣
内

　正

　廣 

さ
ん
（
下
池
原
）

十
一
月
二
十
八
日 

逝
去

　
　　

　享
年
九
十
二
才

藤

　田

　フ
ミ
ヱ 

さ
ん
（
池
峰
）

十
二
月
一
日 

逝
去

　　

　享
年
九
十
三
才

井

　谷

　節

　子 

さ
ん
（
下
池
原
）

十
二
月
六
日 

逝
去

　　

　享
年
七
十
一
才

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

大
阪
府
寝
屋
川
市
（
12
月
２
日
）

屋

　久

　万
里
子

　さ
ん

奈
良
市
（
12
月
9
日
）

峯

　
　
　正

　志

　さ
ん

三
重
県
四
日
市
市
（
12
月
6
日
）

根

　岸

　里
佐
子

　さ
ん

高
知
県
香
南
市
（
12
月
16
日
）

有
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　11月30日（土）～ 12月１日（日）の二日間、東京国際フォー
ラムで開催された「町イチ！村イチ！ 2019 ～町村から日本を元
気にする～」に参加しました。全国926町村から400近くの団体
が集い、特産品の販売や地域資源の魅力発信を行いました。会場
全体では約５万人のお客さまが訪れ、下北山村の出展にもたくさ
んの人が足を運んでくださいました。じゃばら製品、南朝みそ、
下北春まな、吉野杉箸、木工品など、村の大切な特産品を手に取
るお客さまに下北山村の観光資源や生産者の紹介を行い、魅力を
十分伝えられたと思います。今後ともひとりでも多くの下北山村
ファンが増えるよう取り組んでまいります。

　11月20日(水)に育児サークルの
一環として、総合型地域スポーツ
クラブリトルパインの松岡岳史先
生と松岡聖子先生をお呼びし、親
子で楽しむふれあい遊び教室を開
催しました。
　音楽に合わせて元気に体を動か
したり、ボールなどを使って自宅
でも実践できる簡単な遊びを教え
ていただき、子ども達も楽しそう
に遊んでいました。

きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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親子体操教室を開催しました
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